
変化の時代だからこそ、
� 新たな挑戦を

　今年は３月末に桜が咲きました。観測史上最速だそう
です。私は最速の桜が満開の中、季節が早まっているこ
とを実感しながら４月に赴任しました。昨年を振り返れ
ば、６月、８月も季節外れの低温や日照不足に見舞われ、
気象変動が年々大きくなっていることを感じます。
　５月に入り、新型コロナウイルス感染症が５類に変更
されます。この３年の間に消費者の行動様式や流通・
販売形態が大きく変わりました。世界に目を向ければ、
ロシアのウクライナ侵攻や歴史的な円安により生産資材
や燃油などの価格が高騰し、生産現場に目を転じれば、
担い手の減少、経営面積の拡大、水田活用直接支払交
付金の制度見直しなどに直面しています。生産現場は、
国際情勢・社会情勢の変化に直結し、足元では生産構
造が大きく変わろうとしています。

　こうした変化の中で私達作物などの生産に携わる
者にできることは、作物などをつぶさに観察し気象
変動に応じた栽培管理を適時・適切に施すことだと
思います。一方で待っているだけではチャンスは訪
れません。ちょっと先を見据えて新たな取組み・挑
戦や投資を行うことが、次の展開や発展につながる
ものと考えています。
　当課では、生産者の声に耳を傾け寄り添いなが
ら、新しい技術の導入や担い手の育成、経営力の向
上などを支援していきます。また、庄内地域で実装を
目指している衛星リモートセンシングを活用した「つ
や姫」の生育診断技術の推進による産地評価の向
上、管内で栽培が進んできたハウスアスパラガスや
育苗ハウスを利用したシャインマスカットの産地育
成などによる園芸生産額の拡大、国産飼料の生産・
利用の拡大やコントラクターの育成による耕畜連携
の推進など、新しい技術や地域の素材・資源を活用
した取組みを通して地域農業の活性化を目指します。
皆さん一緒に頑張りましょう。

農業経営実践講座で学ぶ新規就農者
（令和4年6月）

酒田農業技術普及課長　　佐　藤　和　則
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　地元集落（松山地区）
の８割の農地を担い、転
作の大部分に飼料用米
を作付し、稲作機械を効
率的に稼働させ、収益性
の高い水田経営を実現
しています。また、令和
元年からは若くして庄
内みどり農協の理事を
務め、食育活動の推進等
を担っています。

令和４年度庄内地域農林水産業若者賞
佐　藤　清　隆  氏

（酒田市）

　衛星画像を活用した「つや姫」の生育診断の取組
みが、庄内全域で進んでいます。今年は新機能の追
加とともに、新たに「雪若丸」「はえぬき」でも使える
ようになります。安定生産の肝となる健苗育成ととも
に、診断ツールの更なる活用、推進に取り組みます。

　「啓翁桜」の花芽着生は年次変動が大きく、より効
果が高く効率的な花芽着生技術が求められています。
そこで、土壌水分、施肥の影響を確認しながら、県内
他産地で実績
のある植物成
長調整剤の散
布について実
証圃を設置し、
技術の導入を
検討します。

　管内で作付が増加しているハウスアスパラガス
の産地強化を図るため、当課では関係機関と連携し
て「庄内アスパラガス産地強化プロジェクトチーム」
を立ち上げ、
多収栽培技術
の確立や普及
拡大、新規栽
培者の技術習
得支援に取り
組みます。

新たな生育診断ツールを組み合わせ、
高品質・良食味米の安定生産を！
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令和５年度

普及活動

受賞おめでとうございます

ハウスアスパラガスの
産地強化を図っています！

多収栽培現地検討会（令和４年７月） 花芽着生技術導入の検討（令和5年4月）

「啓翁桜」の効率的な花芽着生技術で
生産の安定化を目指します！

花き

作物

野菜

穂肥巡回で診断ツールを活用（令和4年7月）

　当クラブは、酒田市・遊佐町の30
～40代の農業青年９名で活動してい
ます。各会員の営農に関する意見交換
や圃場巡回のほか、先進地への視察研
修等の活動を通して、仲間づくりや技
術力・経営力の向上を目指しています。
　ご入会お待ちしております！

農業青年クラブ「酒田アグラー」
新会員募集！！

【表彰式（令和５年３月）】
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　飼料生産における播種や収穫作業を受託するコ
ントラクターの育成と、国産飼料の生産・利用拡
大を支援します。また、稲ＷＣＳ用茎葉多収品種「山
形飼糯138号」
の利用拡大に
向けて、肥料
費の低減や直
播栽培の実証
に取り組みま
す。

　育苗ハウス等を活用したシャインマスカット栽培
は、成木化に伴い生産量も増えています。昨年は
組織独自の品評会が開催されるなど、産地拡大の
機運が盛り上がっています。消費者がまた買いた
くなるような、
おいしいブド
ウの産地づく
りに取り組み
ます。

　次代を担う若手女性農業者を対象に、ベテラン
農業者の「漬物」や「米菓子」などの伝統的加
工品の作り方を学ぶ「手習い塾」を開催します。
また、身近な
加工事例を研
修し、新たな
農産加工者の
掘り起こしを
図っていきま
す。

　当課では、新規就農者に対して、経営力向上に
向けた重点的な支援を行います。また、専門家派
遣や定期的なミーティング等を行うことで、後継者
への計画的な
経営継承や円
滑な農業法人
の運営に向け
て、支援して
いきます。

コントラクターの普及・定着に向けて！水稲育苗ハウス等を活用した
「シャインマスカット」の安定生産

女性農業者の交流促進による
伝統的加工技術の継承と習得支援担い手の経営改善を支援します！

令和5年度「農業経営実践講座」
受講生募集！

【収入保険に関するお問い合わせ】
NOSAI山形 庄内支所 収入保険課
TEL：0234-91-1553

「もしも」のピンチに「いつも」の安心を

収 入 保 険

開講期間 令和５年５月～令和６年１月
会　　場 酒田農業技術普及課または農業技術普及課

および現地
対 象 者 新規就農者、就農希望者、経営改善を目指す

農業者等 各コース10人程度
コ ー ス （受講は２つまで可能です）

①稲作基礎
②野菜基礎
③花き基礎

④果樹基礎（大粒ぶどう）
⑤畜産基礎
⑥農産加工基礎
⑦複式簿記

講座回数 コースにより４～６回（平日の日中に開催）
受 講 料 無料（コースによって実費負担あり）
申込期限 令和５年５月末日まで
申 込 先 担当 恩田、佐藤眞一まで電話（0234-22-6521）にて花き基礎コース（令和4年8月）

新規就農者への技術指導（令和４年８月） 手習い塾～漬物編～（令和4年11月）

稲ＷＣＳ新規取組者向け栽培・生産体系研修会
（令和５年２月）果樹 畜産

経営 農村資源活用

芽かき講習会
（令和４年4月）
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